
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

平成28年9月24－25日に開催されるG7長野県・軽井沢交通大臣会合の成功に向け、事業計画に基づき事業を執行する。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 44,839 73,220

目標に対
する成果
の状況

G7交通大臣会合長野県推進協議会総会を9月25日に開催し、事業計画について承認。

概　算
人件費

17,942

0 26,897 33,104

3.25 4.00

0

0 0 0 0

達成状況

Aの
財源

4,713 40,116

14,051

40,116 目標 成果
関連事業に
おける参加

者総数合計（A) 0 0 18,764 40,116

補正予算 18,764 Ｇ７交通大臣会合長野県推進
協議会事業計画の策定 - 策定 策定 達成

合計 0 17,942 40,116

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度 27年度 28年度 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

H26末
（実績）

Ｈ27 H28
目標当初予算

負担金
　官民一体となった長野県全体の受入体制の確立や
関連事業の実施、企画及び広報等の実施

14,701 37,701

（当初）

Ｇ７交通大臣会合推進事業費 直接
　事業実施に係る総合調整・開催受入体制整備、国等
各関係機関との調整等の実施

3,241 2,415

Ｇ７交通大臣会合長野県推進協議会事業計画の策定

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算）

Ｇ７交通大臣会合長野県推進
協議会負担金

目指す姿
　平成28年（2016年）に軽井沢町で開催される、Ｇ７交通大臣会合にあわせて行う様々な関連行事を通じて、長野県の持つ美しく豊かな自
然環境や伝統文化、食、ボランティア精神などの強みや価値を世界に発信し、国際会議の誘致や世界からの観光誘客促進等を図る。

現状
（予算編成

時）

　平成27年７月、2016年主要国首脳会議（サミット）の関係閣僚会合である交通大臣会合の開催地が軽井沢町に決定されたことを受け、官
民一体となった長野県全体の受入体制の確立や関連事業の実施に係る企画、広報等を行うため、平成27年10月に「Ｇ７交通大臣会合長
野県推進協議会」を設立する。
　推進協議会の事業計画を策定し、Ｇ７交通大臣会合を契機とした様々な関連行事を実施する予定。

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合の開催受入県であり、開催主体である国（国土交通省）と開催
支援や各種調整の窓口となるため。県民との協働による実施： 実施中

実施期間 H27.10 ～ H28

課・室 産業戦略室

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail senryaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
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事　業　名 Ｇ７交通大臣会合推進事業費 担
当
課

部局 産業労働部
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